
              

 

 
平成２５年４月１日から 

感染症法施行規則の改正に伴い 
届出様式の追加と変更があります 

  

追加 ・ 侵襲性ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ菌感染症 
・ 侵襲性髄膜炎菌感染症 
・ 侵襲性肺炎球菌感染症 
   ＜５類感染症：７日以内に届出＞ 

 ・ 重症熱性血小板減少症候群（既に３月４日より追加） 
    ＜４類感染症：ただちに届出＞ 

変更 （診断方法/感染原因等の追加、記載の変更など） 
 ・ 細菌性赤痢 ＜３類感染症：ただちに届出＞ 

・ E 型肝炎   ＜４類感染症：ただちに届出＞ 
・ 麻しん    ＜５類感染症：７日以内だが、 

出来るだけ早く届出＞ 
・ ｳｲﾙｽ性肝炎（E 型肝炎および A 型肝炎を除く） 
           ＜５類感染症：７日以内に届出＞     など 

 

＊詳細および届出対象疾患一覧は、厚生労働省ﾎｰﾑページ参照してください。 

届出基準および届出様式は、焼津市立総合病院 院内ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ感染対策マニュアルにも 

掲載してあります。  
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・侵襲性感染症であり、

それぞれの菌が髄液ま

たは血液から検出され

た感染症とする。 


